
 

令和 6 年 6 月 19 日 

神海丸（Letter from the Chief Radio Operator）                                     

12 時現在 N37-34.4 E135-58.0  天候 晴 気温 23.2℃ 風向風速 SW 1.8m/s 

 

 

 ここは、能登半島の北西海域！波も穏やか。風もほとんどありません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは、総出で神海丸の巨大なシーアンカーを海中に投下します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

漁業実習が開始されました^^ 
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船尾では、これまた巨大なスパンカーの展開です！ 
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シーアンカーとスパンカーの展開完了！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その時、海がざわつきます！マグロの群れがジャンプ！きょうは釣れません。これ

で全て逃げていきます・・・予想・・・まぁいイカ！なんて言ってられません。 

  

 

 

 

 

 

 

 



№4 

真っ暗になると集魚灯点灯。イカは正の走光性があり、光に集まる習性がありま

す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マグロ漁業実習と同じで、実はこのイカ釣り実習、これも漁業調査がメインです。

釣れたイカの体長測定、水温や塩分も測定します。 
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№６ 

遠くには・・・そう遠くはないのですが・・・陸側に民間船が集まっています。近

くに行くと漁獲の可能性は高まることはわかっていますが・・・！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンマやイカは昨今不漁が続いています。海洋環境の変化、温暖化、海流の変化、

乱獲・・・獲りすぎたのです。 

海もサスティナブルな世界を目指さないといけませんね！ 

 

 

 

Photo by UEMATSU （Chief Officer） ＆ AONO（Chief Radio Operator）  

 


